
～今月の花木～ 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

   

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

野 崎 造 園 新 聞 
２０１３．１２月

号 

ビワ   枇杷 

バラ科・常緑高木・西日本、中国原産 

枝先に白い小花を密に咲かせる。翌年の６月ごろに熟

す果実に比べ、花は非常に地味である。 

第 70号 

 

 

 

西
洋
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
、

日
本
的
な
お
正
月
で
す
が
、

飾
り
物
に
登
場
す
る
多
く
の

植
物
は
常
緑
性
の
も
の
が
多

い
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
常
緑
樹
は
冬
で
も
青
々

と
し
て
い
る
の
で
強
い
生
命

の
象
徴
と
し
て
の
意
味
が
両

方
に
あ
り
ま
す
。
落
葉
樹
の

葉
の
な
い
枝
（
冬
枯
れ
）
は
、

死
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
見
た
目
が
寂
し

い
の
で
古
く
か
ら
好
ま
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

色
彩
の
共
通
点
と
し
て

は
、
「
緑
色
に
映
え
る
赤
色
」

が
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
で
は
、
ヒ
イ
ラ

ギ
の
緑
の
葉
と
赤
い
実
や
ポ

イ
ン
セ
チ
ア
の
葉
の
緑
と
赤

の
対
比
、
お
正
月
で
は
、
セ

ン
リ
ョ
ウ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
の

緑
の
葉
と
赤
い
実
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。（
但
し
、
ヒ
イ

ラ
ギ
は
後
述
し
ま
す
が
、
赤

い
実
の
つ
く
も
の
は
限
ら
れ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。） 

 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
市

販
さ
れ
て
い
る
多
く
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
で
す
が
、
た
ま

に
「
本
物
の
木
の
ツ
リ
ー
」

な
ど
と
称
し
て
、
モ
ミ
の
木

や
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
な
ど
が
鉢

植
え
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

お
正
月
の
松
飾
り
は
マ
ツ

の
他
に
タ
ケ
な
ど
を
用
い
た

門
松
が
正
式
で
す
が
、
マ
ツ

の
枝
を
玄
関
や
門
扉
の
両
側

に
つ
け
、
輪
飾
り
を
つ
け
た

略
式
の
門
松
も
多
く
見
か
け

ま
す
。 

 

モ
ミ
、
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
、

マ
ツ
共
に
共
通
し
て
い
る
の

は
「
常
緑
の
針
葉
樹
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
ヒ
イ
ラ
ギ
も

入
れ
る
と
（
常
緑
広
葉
樹
で

す
が
）
葉
先
の
痛
い
樹
木
が

多
い
よ
う
で
す
。 

練馬営業所 
Tel/Fax  03-5927-0339 

練馬区関町北 4-16-24-101 

 

さいたま営業所 
Tel/Fax 048-851-6418 

さいたま市桜区 

下大久保 1127-1-204 

ク リ ス マ ス 、 お 正 月

に 登 場 す る 植 物  

クリスマスやお正月にはこの時期限定の飾り物が多く登場しますが、その基

礎となる材料には植物が多く使われており、また、生きている植物そのもの自

体が飾り物の対象になっているものもあります。古くから伝えられているもの

がほとんどであり、入手と加工のし易い植物材料が多く用いられてきたのでは

ないでしょうか。（※今月号は 2008.12 月号の再掲になりますので、ご了承ください。） 

登場する植物はいろいろありますが、それぞれに用いられている意味、理由

があり、我々の祖先はそれらをいろいろなものに見立て、意味づけしてきた結

果が今日のクリスマスやお正月のお飾りに受け継がれています。今月号では、

これらの意味や由来を中心にしてみます。 

基

本

は

常

緑

樹 

ク リ ス マ ス 、 ツ リ ー と は 

 クリスマスはキリストの生誕を祝うことが本来の趣旨ですが、

日本では年中行事の一部として定着しており、その内容はクリ

スマスツリーを飾り、ケーキやチキンを食べて、プレゼントを交

換することに集約されていることが多いようです。 

 クリスマスツリーはモミの木というイメージを思い浮かべます

が、モミのほかにはドイツトウヒの木が多く用いられることが多

いようです。また、他のコニファー類も樹形が似ているため、ク

リスマスの時期になると飾りつけをしてある光景を見かけるこ

とがあります。 

 ツリーには必ず常緑樹を用います。「常緑」の常に葉を茂ら

せている姿は永遠をあらわし、キリストが与える永遠の命を象

徴しているそうです。 

ドイツトウヒ モミ 

 

何
故
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ヒ

イ
ラ
ギ
な
の
か
？ 

 

そ
の
意
味
は
ヒ
イ
ラ
ギ
の

ト
ゲ
は
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架

に
つ
け
ら
れ
る
前
に
い
ば
ら

の
冠
を
か
ぶ
せ
ら
れ
た
こ

と
、
そ
の
い
ば
ら
を
ヒ
イ
ラ

ギ
の
葉
が
象
徴
し
て
い
ま

す
。
赤
い
実
は
、
キ
リ
ス
ト

が
流
し
た
血
、
緑
の
葉
は
永

遠
の
命
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

そ
う
で
す
。 

飾
り
物
や
イ
ラ
ス
ト
に
は

ヒ
イ
ラ
ギ
が
よ
く
登
場
し
、

緑
色
の
ギ
ザ
ギ
ザ
の
葉
に
赤

い
実
が
な
っ
て
い
る
の
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、「
ヒ
イ
ラ

ギ
」
と
名
の
つ
く
植
物
全
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ク
リ
ス
マ
ス
用
に
「
ヒ
イ

ラ
ギ
」
と
し
て
赤
い
実
を
つ

け
て
出
回
っ
て
い
る
も
の
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
「
西
洋

ヒ
イ
ラ
ギ
」（
別
名
、
ク
リ
ス

マ
ス
・
ホ
ー
リ
ー
）
も
し
く 

ヒ

イ

ラ

ギ

の

話 

は
中
国
原
産
の
「
ヒ
イ
ラ
ギ

モ
チ
」（
別
名
、
チ
ャ
イ
ニ
ー

ズ
・
ホ
ー
リ
ー
、
シ
ナ
ヒ
イ

ラ
ギ
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の

二
つ
は
ヒ
イ
ラ
ギ
に
葉
が
似

る
た
め
「
ヒ
イ
ラ
ギ
」
の
名

が
付
い
て
い
ま
す
が
、
モ
チ

ノ
キ
科
の
た
め
、
日
本
の
「
ヒ

イ
ラ
ギ
」
の
仲
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

日
本
原
産
の
ヒ
イ
ラ
ギ
は

モ
ク
セ
イ
科
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
登
場
す
る
「
ヒ
イ
ラ
ギ
」

の
よ
う
な
赤
い
実
は
つ
け
ま

せ
ん
（
初
夏
に
黒
紫
色
の
実

を
つ
け
ま
す
）。
ま
た
、
よ
く

似
た
中
国
原
産
の
ヒ
イ
ラ
ギ

モ
ク
セ
イ
は
、
生
垣
な
ど
で

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
雄
木

の
み
で
実
を
つ
け
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
両

方
と
も
秋
に
白
い
小
花
を
つ

け
ま
す
。
ま
た
、
葉
の
よ
く

似
る
中
国
原
産
の
ヒ
イ
ラ
ギ

ナ
ン
テ
ン
は
メ
ギ
科
で
、
黄

色
い
花
が
春
に
咲
き
、
黒
紫

色
の
実
が
秋
に
な
り
ま
す
。 

ヒイラギモチ（モチノキ科） 西洋ヒイラギ（モチノキ科） 

ヒイラギナンテン（ﾒｷﾞ科） ヒイラギモクセイ（ﾓｸｾｲ科） ヒイラギ（ﾓｸｾｲ科） 

発行所 株式会社 野崎造園（本社） 

〒203-0044 東京都東久留米市柳窪 4-14-22 

Tel 042-471-4635〈代〉 Fax 042-471-4856 

http://www.nozaki-zoen.co.jp 



 

 

 お正月の縁起木としては、センリョウ（千両）、マンリョウ（万両）は特に有名で、い

かにも縁起が良さそうな名前がついていますが、百両以下も別名になりますが有りますの

で紹介いたします。カラタチバナ（唐橘）は「百両」、お正月の寄せ植え材料によく使わ

れるヤブコウジ（藪柑子）は「十両」、アリドオシ（蟻通）は「一両」の別名があり、「千

両、万両、有り通し」と称してお正月の縁起物にする地方もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています。 

お 正 月 は 縁 起 物 
 定番のお正月の飾り物といえば、注連飾り、門松などが

ありますが、用いている材料には縁起の良いものを用いて

います。とは言っても、我々人間が勝手に意味づけをして

「これは縁起がよかろう」とこじつけている感は否めませ

ん。マツは常緑樹で冬でも青々としていることが、不老長

寿につながり、また、神が降りてくる木として縁起の良い

ものとされてきました。門松は関東でよく見かけるものは

タケばかり目だっていますが、その名が示すとおり本体は

あくまで「マツ」であります。また、門松の別名を「松飾

り」とも言います。タケも冬季に青々として、すくすく育

つイメージから縁起の良いものとされています。門松には

ウメの枝や、荒縄で編んだ梅の飾り物をつけて「松竹梅」

を表しているものもあります。 

 お正月の飾り物、門松、注連飾り、鏡餅などを飾る期間

ですが、地域によって差もありますが、概ね以下の通りで

す。喪中の場合は通常飾りません。 

●飾りはじめ･･･１２/１３～１２/２８、１２/３０ 

 （12/29 は「二重苦」また９の末日でもあるので、「苦待

つ」に通じ、12/31 は「一夜飾り」といって神をおろそ

かにする言い伝えがあり、飾りません。） 

●飾り終わり･･･１/７ 

 （元旦から１/７までを「松の内」といい、１/７の朝に七

草粥を食べてから外すのが、良いそうです。） 

 飾り物以外にも、お正月の縁起木として、センリョウ、

マンリョウ、ナンテン（難転･･･あて字）といった木もありま

すので、それらも昔からよく飾られてきました。 

橙
だいだい

 

代々
・ ・

栄える。 

この辺りは、扇

は上へ末広が

りのイメージ、

めで鯛
・

や小判、

海老など縁起

の良さそうな

もので構成さ

れている。この

辺りの素材は

プラスチック

製がほとんど。 

馬
ホン

尾
ダ

藻
ワラ

 

海草で米俵型

の気泡をよく

つける。実にも

見えるので、実
・

がなる意味。海

の幸でもある。 
☝関東地方 注連飾り ☝関西地方 注連飾り 

注連縄
し め な わ

 

社寺などにあ

るものと同じ

意味で、俗界と

神聖の境、結界

の意味がある。 

譲
ゆず

葉
りは

 

古い葉が新し

い葉に世代を

「譲る」ように

見えるため、子

孫繁栄の象徴。 

藪
やぶ

柑子
こ う じ

 

千両、万両と並

び、正月の縁起

木とされる。別

名、十両。山の

幸でもある。 

昆布
こ ん ぶ

 

喜
よろ

コンブ。海の

幸。 

稲
いな

藁
わら

 

稲作文化との

かかわりの象

徴。 

紙
し

垂
で

 

四手とも書く。

聖域を表す印。 

根
ね

松
まつ

 

根付
・ ・

くマツ。根

が付いている。 

裏白
うらじろ

 

シダの葉っぱ。

裏が白いので、

裏白。必ず裏面

（白い面）を表

にする。潔白。 

お正月の注連
し め

飾り、構成図 

 左の写真と説明は、お正月に玄関先によく飾る

注連飾り（関東型）の構成の説明です。安い物で

すと、ほぼ全部がプラスチックやビニルなどで出

来ていますが、正式には自然素材で作られるのが

本当です。 

 左の写真の注連飾りはプラスチック部を除き

国産の自然素材で作られている、お飾りとしては

正統派なものです。値段は高めですが、安い物と

は全然質が違います。 

 注連飾りには地方によって様式に差があり、左

と下の写真を比べても関東と関西では様式が異

なっているのが分かります。注連飾りに関しては

関東のほうが、派手な印象です。 

☝門松（関西） ☝門松（関東） 

☝センリョウ（千両） ☝マンリョウ（万両） 

一両、十両、百両、千両、万両 

門
松
に
も
地
域
差
は
あ
る 

 

左
の
写
真
に
、
関
東
と
関
西
の
代
表
的
な
門
松
の
写
真

を
並
べ
て
み
ま
し
た
。
三
本
組
み
の
竹
を
中
心
に
若
松
を

周
囲
に
配
す
る
構
成
は
同
じ
で
す
が
、
関
東
は
そ
の
下
は

藁
で
巻
い
て
お
し
ま
い
と
い
う
形
態
に
対
し
て
、
関
西
で

は
、
下
部
を
割
り
竹
で
巻
き
、
前
面
に
葉
牡
丹
を
添
え
、

さ
ら
に
豪
華
に
な
る
と
梅
や
南
天
、
熊
笹
な
ど
も
添
え
ら

れ
ま
す
。
門
松
は
関
西
の
ほ
う
が
派
手
な
感
じ
で
す
。 

 

地
方
色
が
薄
れ
た
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
門
松
一
つ

に
し
て
も
地
方
色
は
残
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。 


